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表２　企業債（借入金）の現在高
３年３月末 ２年３月末 前年度比

水
道
事
業

現在高（元金） 711万円 2168万円 △1457万円
（67.2％減）

給水人口１人当たり 63円 191円 △128円
（67.0％減）

下
水
道
事
業

現在高（元金） 43億1298万円

接続人口１人当たり 3万8235円

※ 企業債とは、施設の建設や改良のために借り入れるお金のことです。

表３　経理の状況（消費税抜き）
収益的収支 資本的収支

収　入 支　出 収　入 支　出

水
道
事
業

＊営業収益 8億2441万円
水道料金による給水の収
益など

＊営業外収益 8123万円
預金利息、下水道使用料 
受託徴収収益など

＊特別利益 1392万円
退職給付引当金戻入

＊営業費用 10億4964万円
原水及び浄水費、配水及
び給水費、設備修繕費、 
減価償却費など

＊営業外費用 63万円
企業債の借り入れ利息な
ど

＊負担金 1243万円
工事経費のうち市や企業
が負担する分など

＊建設改良費 7億3578万円
水道を安定して使用するた
めの工事（長寿命化、耐震化）
などの費用

＊企業債償還金 739万円
企業債の元金

＊投資、その他資産 9901万円
国債

　合計 9億1956万円 　合計 10億5027万円 　合計 1243万円 　合計 8億4218万円

下
水
道
事
業

＊営業収益 9億8935万円
下水道使用料、雨水処理 
負担金など

＊営業外収益 5億5332万円
預金利息、一般会計補助 
金、長期前受金戻入など

＊特別利益 191万円
過年度損益修正益

＊営業費用 17億5714万円
下水道管などの維持費、
汚水の処理負担金、減価
償却費など

＊営業外費用 7914万円
企業債の借り入れ利息な
ど

＊特別損失 △1031万円
消費税、地方消費税の還
付

＊企業債 1億2060万円
＊他会計補助金
 1億7191万円
一般会計補助金など

＊負担金 17万円
受益者負担金

＊補助金 2153万円
国・都補助金

＊建設改良費 2億6923万円
下水道を安定して使用する
ための工事（長寿命化、耐震
化）などの費用

＊企業債償還金 2億7740万円
企業債の元金

＊投資その他資産 214万円
基金積立金

　合計 15億4458万円 　合計 18億2597万円 　合計 3億1421万円 　合計 5億4877万円
※収益的収支とは、水道料金・下水道使用料による収入や、水道・下水道の安全な利用に必要な経費のことです。
※資本的収支とは、施設の改良・設置のために必要な経費のことです。
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表１　水道事業・下水道事業の利用人口と有収水量
２年度 元年度 前年度比

水
道
事
業

給水人口 11万3541人 11万3609人 △68人（0.1％減）
給水世帯 5万5271世帯 5万4668世帯 603世帯（1.1％増）
有収水量 618万14㎥ 601万7700㎥ 16万2314㎥（2.7％増）
配水量 641万2750㎥ 628万2870㎥ 12万9880㎥（2.1％増）

下
水
道
事
業

接続人口 11万2803人
接続世帯 5万4917世帯
有収水量 789万9638㎥

※ 有収水量とは、料金徴収の対象となる水量のことです。


